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PVC Award 2023 展示会開催＆オーディエンス賞決定！ 
2024 年 4 月 24 日 

塩ビ工業・環境協会 

「生活を豊かにする PVC 製品」をテーマとして、PVC（塩ビ素材）の特長を活かした

機能を付与した魅力あふれる製品のコンテスト“PVC Award 2023”の東京・名古屋

で開催された展示会について紹介いたします。この展示会では、来場者約 2,000 名

うち約 1,000 名の投票によるオーディエンス賞が決定しましたので発表いたします。 

 

PVC Award 2023 展示会の開催とオーディエンス賞の狙いと結果 

 PVC Award 2023 は、PVC（塩ビ素材）の特長及び機能性を活かして、生活の利

便性向上や環境配慮・リサイクル・安全・防災など社会のニーズに応える新し

い製品を公募し、魅力ある製品を表彰する隔年開催のアワードです。PVC 

Award 2023 の表彰作品につきましては、昨年 12 月に発表、今年の 3 月に東

京および 4 月に名古屋で展示会を開催いたしました。 

 今回は、展示会場に見学に来られた方々に気に入った作品に投票をしていた

だき、その上位 5 作品をオーディエンス賞として表彰することとしました。本日

は、展示会とオーディエンス賞受賞作品をご紹介いたします。 

 オーディエンス賞は、昨年 12 月に公表しました PVC Award2023 の受賞作品以

外の応募作品（51点）を対象に上位 5つを受賞作品として、副賞（2万円）と盾、

表彰状が贈られます。今回選ばれた作品は次ページ以降で紹介します。 

 今回の展示会には、数多くの方々が見学に来られ、前回（2021 年）よりも 133%

増の来場者数となりました。本選の Award では豪雨被害の軽減を目的としたも

のが複数受賞するなど、昨今の災害激甚化への備えに対する塩ビ素材の貢献

が注目されました。特に技術的難易度やチャレンジグな課題、奇抜な発想、ア

ップサイクル、医療福祉といった各分野での技術的な側面が評価されていまし

た。一方、今回のオーディエンス賞では、より身近な製品のなかでの塩ビ製品

の色の鮮やかさや使いやすさ、ユニークさ、さらに強度や耐久性など使う人の

立場での作品が選ばれました。あらためて災害などの社会的な貢献や身近な

生活領域で塩ビ製品は浸透しており、われわれの生活になくてはならない素材

であることを認識いたしました。 

オーディエンス賞５点 

今回、オーディエンス賞を受賞した５作品は以下のとおりです。 

第 1 位 chabring チャブリング ～非常時に浮輪になるちゃぶ台～ 

第 2 位 ユミチャック 

第 3 位 伸びる延長コード 「カーリータップ」 

第 4 位 割れない花瓶（MULTI VASE） 

第 5 位 切っても楽しい  ふわふわチョキチョキマット 



2 
 

 「PVC Award 2023」の受賞作品や主な応募作品を広くみなさんに紹介する展示会を開催

しました。東京丸の内の「GOOD DESIGN Marunouchi」（3 月 2 日～11 日）、名古屋「ウイン

クあいち」（4 月 9 日～11 日）の会場では受賞作品に加えて応募された 62 点の作品を展

示し、両会場での開催を通して約 2,000 人の来場がありました。来場者には人気投票

をお願いしており、投票用紙を出してもらった際には、「楽しかった」、「面白いものを

見せてもらいました」「PVC のイメージが変わりました」といった好意的なご意見を

頂きました。展示品のなかでは特に昨今多発する地震の影響からか、防災関連製品への

関心が高く、また、その一方で塩ビの透明感や色合いの美しさなどインテリア製品にもかな

り興味を持たれていました。中には実際に購入を希望される方もいて、塩ビという素材の活

用の可能性のすそ野の広さを示しているようでした。 

  
 

 
 
 

 

 

東京丸の内 GOOD DSIGN Marunouchi 会場 

展示会場の風景（左：東京，右：名古屋） 
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PVC Award 202３ オーディエンス賞受賞リスト 

入賞（5 点）   作品の紹介と受賞者のコメント 
 

【受賞者】 三洋株式会社 鈴木伸也氏 

【作品名】 chabring チャブリング  ~非常時に浮輪になるちゃぶ台~ 
【説 明】 ちゃぶ台をひっくり返すことで非常時に

浮袋やクッションとして使用できます。

洪水浸水想定区域にお住いの方など、日

常使いのちゃぶ台として非常具を生活環

境に溶け込ませることができます。非常

時に浮き輪として使う時、台の足は体の

ホールドに役立ちます。また、救命浮き

輪を室内に常備するには場所を取ります

が、このちゃぶ台は空気を抜いて小さく収納できます。更に、避難所

などでリラックスできるようにクッションとしても使えます。 

【受賞コメント】 日常生活と被災時の線引きをしない考え方が近年では浸透してき

ているため、今回、多くの方に受け入れられるものを形にできたのだと

実感しております。いつでも身の回りに置いておけるイメージに質感の

優しい塩ビが適していると感じました。 

【受賞者】 森松株式会社 大和田 夕美氏 

【作品名】 ユミチャック 

【説 明】 お菓子袋などを開封した後、都度、輪ゴム

やテープで袋を閉じていましたが、中身を

取り出すときに不便を感じていました。そ

こで、中身が取り出し易くなる後付けチャ

ックを開発しました（シールタイプとホッ

クタイプ）。作品作りでは復元力が高く、ウ

エルダー加工も容易な塩ビシートならで

は特性が活かせました。 

【受賞コメント】 この度、オーディエンス賞を頂き、たくさんの方々に評価頂いて

大変うれしく思っております。塩ビ製品を扱う会社で働いています、い

ろいろな方々に塩ビを教えて頂き、プロの職人さんに加工して頂いて、

良い商品が作れたと思っております。皆さまのご協力があってこその賞

だと思っております。ありがとうございました。 



4 
 

【受賞者】 長岡特殊電線株式会社 

【作品名】 伸びる延長コード 「カーリータップ」 

【説 明】  塩ビの弾性と復元性を活用して、伸ばし

たいときに伸び、縮めたいときに縮むと

いう機能を延長コードに付与しました。

「より安全に」をコンセプトに、トラッ

キング火災を予防する構造の差込プラ

グを採用し、同時に SIAA で安全性が確

認された抗菌剤を配合することで、医

療、介護の現場や食品に携わる工場等で

も、より安心・安全に使うことができます。塩ビならではの色鮮やかな

ラインアップ（７色）をそろえ、普通の延長コードからちょっとこだわ

りのある延長コードへと進化させました。 

【受賞コメント】 数ある応募作品の中から、オーディエンス賞に選出され、驚くと

同時にとても光栄に思っています。塩ビの特性を活かした製品をより身

近に、より安全に使って頂けるように開発段階から何度も試行錯誤して

改良を繰り返しましたが、そのときの苦労や葛藤が、この賞を受賞した

ことで報われたように思います。「カーリータップ」を、今後さらに自信

をもって拡販していくと同時に、塩ビの特性を活かした製品開発に引き

続き取り組んでまいります。 

【受賞者】 株式会社三共 小酒井  茂氏 

【作品名】 割れない花瓶（MULTI VASE） 

【説 明】 高透明な軟質塩ビシートに伝統の美濃和

紙をサンドして、和紙の風合いを活かし

つつ和紙の弱点（破れる・濡れる・汚れ

る）をカバーしました。落としても割れ

ず、使用しない時は折りたたんでコンパ

クトに収納できます。製品作成は難易度

が高く、試行錯誤を繰り返した結果、見

た目にはガラスの花瓶と思える製品にな

りました。また、花瓶のみならず金魚鉢

や行燈などマルチな VASE（花瓶）とし

て使えます。 

【受賞コメント】 オーディエンス賞の受賞を伺いまし

て大変嬉しく思います。PVC アワードの

入賞を逃し残念に思っていたところの
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吉報に感謝いたします。本来のアワードの目的が塩ビ製品の普及に有

るため、今回のオーディエンス賞はそういった意味で市場に認めて頂

いたのだと喜んでおります。現在は販売に向けての生産体制の確立を

すすめております。まずはホームページ（www.sankyo-co.com）に掲

載して、ネット販売からスタートしたいと考えております。よろしく

お願い申し上げます。 

【受賞者】 SPICE of life デザインセンター 

【作品名】 切っても楽しい  ふわふわチョキチョキマット 

【説 明】 子供の靴が玄関に散らかっているのを何

とかしたいという想いからこの作品は生

まれました。ベースのデザインを自由な

発想でカットでき、子供と一緒に楽しみ

ながら子どもの創造力と自立を育む、塩

ビ素材ならではの柔らかくて心地よいマ

ットです。好きな形にカットして自分だ

けの靴置き場を作ることができます。ワ

ンちゃん？クマちゃん？ネコちゃん？何

になるか楽しみ！お子様が靴を揃えるこ

とが楽しくなったり、整理整頓の習慣が

付きます。 

【受賞コメント】 塩ビ素材のマットを自分の好きな

形にカットして仕上げるという、柔軟な

デザインに反応をいただきありがとうございます。「もの」だけでなく

「こと」をデザインするというコンセプトをお伝えできたことを嬉しく

思います。 
 

以上 
 

 


